
１ 観光客などへの利⽤マナーの普及、啓発
２ 希少な動植物の密猟や盗掘の監視
３ 利⽤者の安全確保のための遊歩道や案内板などの点検、応急補修
４ 動植物の⽣息、⽣育状況など⾃然環境の継続的観測および監視
その他、⾃然公園を訪れる皆様への⾃然解説、登⼭ルートや施設の案内

⽀障⽊対応

Twitter『東京の⾃然公園』
⾃然公園の情報を発信中︕

検 索東京都レンジャーニュース

⾼尾ビジターセンター
奥多摩ビジターセンター
御岳ビジターセンター
⼩峰ビジターセンター
⼭のふるさと村ビジターセンター
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東京都レンジャーは、次の企業にご協⼒いただいています。 丸紅フットウェア

東京都レンジャーの業務 ⾃然情報などの問い合わせR

みなさん⼭のトイレどうしていますか︖
⼭にはいつでもトイレがあるわけではありま
せん。だからこそ⼤前提として、⼭に⾏く前
にトイレを済ませておく、事前にトイレの場
所を調べておく、お腹を整えて携帯トイレな
どを持つ、など対策をしてから⼭に⾏くのは
当然ですよね。

しかし、どんなに予防をしようと対策して
出かけて⾏こうと出物腫れもの、急な腹痛な
ど、致し⽅ない事も。⼭だからといって、所
かまわず雉打って、花を摘んでも良いわけで
はありません。⼈に優しく⾃然に優しい、そ
んなときの⼼構えと準備を考えてみましょう。

１ 平らなところで安全確保 …お尻丸出しで⾕底に
落ちないように。糞と共に去りぬはご勘弁〜
２ ⼈⽬を避けて…お互いの為です。場所は選ぼう
３ 何も残さず持ち帰ろう …全部袋に⼊れて持ち帰
るのが理想だけど、最低限紙だけでも。あとは⽳掘っ
て埋めよう。
４ 紙はトイレットペーパーがおススメ …⾃然にか
えすなら⽳掘って埋めよう。分解しやすいペーパーで
５ ⽔辺でしない …⽔質汚染しないで
６ 岩場でしない …するなら分解しやすい⼟の上に

・携帯トイレ、携帯ウォッシュレット
・スコップ…⽳掘り道具
・ビニル袋…御尻を拭いた紙は持ち帰りがマナーです
・ウェットティッシュ…爽快な使⽤感。使った後は必
ず持ち帰ろう
・着替えの下着？？…緊急時の備え。

⽇々、巡視の中で⾒つけた倒⽊などの危険に対応している
レンジャーですが、こんなに⼤きな樹は切れないよ…︕とい
う⼤物もあります。そんな時は、東京都職員とともに伐採作
業を⾏う業者と現場を調査し、利⽤者に対しての危険性や利
⽤状況、景観などについて話し合い、作業を依頼しています。
最近では、⻘梅丘陵、御岳渓⾕、⽇の出⼭で枯損⽊伐採の調
査を⾏いました。調査で発⾒した枯損⽊は、夏頃迄には伐採
されてすっきりしそうです。登⼭道の安全は、連携プレーで
守られています︕

伐採された枯損⽊業者と枯損⽊調査


